
山地の草の間に生える多年草。主根は紡錘状で、細い枝根を出す。茎は直立し、高さ10-20cm、枝をわけ

ない。葉に2形あって、上部の4葉は仮輪生状、広卵形から菱状卵形、他の葉は倒披針形から長いへら形

で基部は細まる。葉は薄く、裏面脈上にまばらな毛があり、長さ3-6cm。花期は4-5月。花は1-5個で、頂生
し、やや長い柄がある。

県内では1ヶ所に知られている。

生育地の草原環境の保全が重要である。
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ナデシコ科

兵庫県ランク…ワダソウ
環境省ランク… －Pseudostellaria  heterophylla  (Miq.) Pax


